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平成18年 1月広報たまかわ

ィフ

安
全
、

安
心
元
気
に

暮
ら
せ
る
む
ら
づ
く
り

之、.

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
を

迎
え
、
村
氏
の
皆
様
に
心
か
ら
お

喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
村
政
各
般
に
わ
た
り

温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、

お
か
げ
さ
ま
で
諸
事
業
が
計
画
ど

お
り
推
進
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た

昨
年
は
、
玉
川
村
が
誕
生
し
て
切

年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。
玉
川
村
が
こ
れ
ま
で

幾
多
の
試
練
を
乗
り
越
え
、
す
ば

ら
し
い
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
は
、
各
歴
代
村
長

、、
、

ヲ降、
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
は

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
村
政
の
進
展
並
び

に
村
議
会
運
営
に
対
し
、
温
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
衷
心

よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
先
人
達
の
た
ゆ
ま
ざ

る
努
力
に
よ
っ
て
一
歩
一
歩
着
実

に
発
展
を
続
け
、
合
併
印
周
年
と

い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
記
念

式
典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た

事
を
皆
様
と
と
も
に
お
喜
び
申
し

活
力
あ
る
郷
土

平成18年 1月広報たまかわ

夫次
玉川村長

率四

を
は
じ
め
村
議
会
議
員
、
並
び
に

関
係
者
の
献
身
的
な
ご
尽
力
と
村

民
皆
様
の
心
を
一
つ
に
し
て
の
努

力
の
賜
物
で
あ
り
、
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

経
済
環
境
、
自
治
体
を
叡
り
巻

く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
下
に
あ
り
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば

少
な
い
予
算
で
最
大
の
効
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
新
し
い

感
覚
と
発
想
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。げ

年
度
か
ら
行
政
改
革
大
綱
に

基
づ
い
た
機
構
改
革
を
実
施
し
、

地
方
分
権
が
進
む
中
に
あ
っ
て
行

上
げ
ま
す
。
印
周
年
を
契
機
と
し

て
、
住
民
福
祉
の
向
上
と
活
力
あ

る
郷
土

"
た
ま
か
わ
“
の
実
現
を

図
る
た
め
、
全
力
を
傾
注
し
、
議

会
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
参
る

こ
と
を
、
改
め
て
固
く
誓
う
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。

村
は
今
、
三
位
一
体
改
革
に
伴

う
国
庫
補
助
負
担
金
の
削
減
等
に

よ
り
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
お

か
れ
て
お
り
、
行
財
政
の
抜
本
的

な
見
直
し
な
ど
、
早
急
な
改
革
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
の
大
合
併
が
進
み
、
市
町

村
の
地
図
が
塗
り
変
え
ら
れ
よ
う

"
た
ま
か
わ
“

の
実
現
の
た
め広

玉川村議会議長

須田福

政
ニ

l
ズ
に
的
確
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
、
組
織
体
制
の
整
備
や

継
続
的
な
業
務
の
見
直
し
、
自
主

財
源
の
確
保
な
ど
を
進
め
、
よ
り

効
果
的
、
よ
り
効
率
的
な
行
政
運

営
を
め
ざ
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
全
力
投

球
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
社
会
環
境
は
価
値
観
の

多
様
化
、
少
子
高
齢
化
、
高
度
情

報
化
の
進
行
に
加
え
行
政
需
要
が

複
雑
化
す
る
中
で
、
地
方
交
付
税

が
大
幅
に
削
削
減
さ
れ
た
結
果
、
町

村
財
政
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
、

大
変
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
に
お

か
れ
て
い
る
中
で
、
国
、
地
方
を

通
ず
る
行
財
政
改
革
、
い
わ
ゆ
る

三
位
一
体
の
改
革
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
玉
川
村
に
と
っ
て
も

大
き
な
改
革
の
時
を
迎
え
て
お
り
、

今
ま
で
と
は
違
っ
た
社
会
シ
ス
テ

ム
の
構
築
が
追
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

村
民
の
皆
様
と
と
も
に
手
を
携
え
、

こ
れ
ま
で
の
玉
川
村
の
歴
史
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の

新
し
い
世
代
に
誇
り
を
も
っ
て
継

承
で
き
る
玉
川
村
を
築
い
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
空
と
緑
"
新
“
呼
吸
す
る
た

と
し
て
い
る
今
、
当
面
白
立
を
選

択
し
た
我
が
村
が
、
安
定
的
な
財

政
運
営
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、

か
つ
て
行
政
が
経
験
し
た
事
の
な

い
努
力
を
払
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
中
、
待
望
で
あ
り

ま
し
た
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
の
全

線
開
通
に
つ
い
て
は
、
県
と
地
権

者
会
と
の
関
で
土
地
格
差
、
価
格

の
調
印
が
進
み
、
福
島
空
港

I
・

C
か
ら
平
田

I
・
C
ま
で
の
問
、

日
・

7
M
の
工
事
着
工
に
向
け
、

大
き
く
前
進
し
た
事
に
な
り
ま
す
口

議
会
と
し
ま
し
で
も
、
高
速
交

通
等
総
合
開
発
特
別
委
員
会
に
お

い
て
現
地
調
査
を
実
施
し
、
早
期

完
成
等
の
要
望
書
を
提
出
す
る
な

ど
、
議
会
独
自
で
の
要
望
活
動
を

活
発
に
行
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
の
全
線
開
通

は
、
福
島
空
港
所
在
地
で
あ
る
我

が
村
に
と
っ
て
、
高
速
交
通
の
要

衝
と
し
て
、
更
に
利
便
性
に
優
れ

た
地
域
と
し
て
、
人
、
物
、
文
化
、

情
報
の
交
流
が
活
発
と
な
り
、
魅

力
あ
る
村
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
な
る

も
の
と
確
信
を
し
て
お
り
ま
す
。

国
の
地
方
制
度
調
査
会
に
お
い

て
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対

応
し
た
地
方
財
政
制
度
の
改
革
を

2 

ま
か
わ
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

の
も
と
、
自
立
の
村
づ
く
り
、
安

全
、
安
心
、
元
気
に
暮
ら
せ
る
村

づ
く
り
を
進
め
、
犯
罪
、
交
通
事

故
、
火
災
な
ど
の
な
い
穏
や
か
な

地
域
社
会
を
維
持
形
成
し
て
い
け

る
よ
う
、
村
民
の
皆
様
と
と
も
に

安
全
対
策
を
充
実
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
財
源
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、
一

知
恵
を
出
し
合
い
、
汗
を
流
し
合

?

い
、
連
携
と
協
調
の
も
と
に
各
種

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

福
島
県
の
空
の
玄
関
口
と
し
て
、

人
、
物
、
情
報
な
ど
の
交
流
基
地

と
し
て
の
福
島
空
港
の
利
用
促
進
、

村
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
福
を
実
感

で
き
る
村
づ
く
り
、
時
代
に
対
応

で
き
る
人
づ
く
り
、
そ
し
て
人
に

や
さ
し
い
活
力
あ
る
玉
川
村
の
創

造
。
こ
れ
ら
目
的
の
達
成
に
向
け

て
最
善
の
努
力
を
尽
く
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
年

も
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
一

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様

の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

推
進
す
る
た
め
に
、
議
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
検
討
が
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

私
ど
も
は
、
今
後
と
も
分
権
時

代
に
対
応
し
た
議
会
を
充
実
さ
せ

て
い
く
た
め
に
、
一
層
力
を
注
ぎ
、

村
民
皆
様
の
負
託
に
充
分
応
え
る

事
の
で
き
得
る
議
会
を
目
指
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
特
段
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
・
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
幸

多
い
充
実
し
た
年
と
な
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

置 圏 爾 お新
副会区 副議村 教助村村め年

外室長雲外霊長雲外喜役長 で明
とけ
うま
ごし
ざて
し、

ま
す

職車小車

員田原田

政嗣次

同美男夫

議三須

員 瓶 田

千品

同力広

大

和

田

豊

隆

、

水

林

誠

区

長

同
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同
月

た。

告案内通知書を送付し、 2月14村では個人目

相談業務を行います。

なるべく指定された日に申告されますようご協力をお願いします。

なお、税務署から通知があった方は税務署で申告するようになります。

平成18年 1月 1日現在で玉川村に住所があリ 、平成17年中に所得があったすべての方が申告しなければな

りません。 (病気や失業中で所得のなかった方も 、その旨申し出で申告してください)

①申告案内通知書(当日受付に提出してください)

②印鑑、申告者の金融機関等の口座番号及び通帳印(納付額及び還付金が生じた場合に必要)

③給与所得者は、源泉徴収票又は事業主の給与支払証明書

④事業所得者、農業所得者は、収支内訳書と所得計算に必要な帳簿書類等

⑤譲渡所得のある方は、売買契約書及び公的機関が発行する証明書(売買等の証明書)

⑤年金所得者は、公的年金等の源泉徴収票

⑦生命保険料控除、損害保険料控除を受けられる方は、保険料控除証明書

③社会保険料控除で国民年金保険料等の適用を受けられる方は、国民年金保険料等の領収書

⑨障害者控除を受けられる方は、身体障害者手帳等

⑩医療費控除を受けられる方は、支払った領収書(合計金額を記入してください〉

。住宅借入金(所得)等特別控除を受けられる方は、家屋の登記簿謄本、住民票、借入金の年末残高

証明書、工事請負契約書等

平成18年 1月広報たまかわ

推
進
会
議
を
開
催

ロ
月
7
日
、
文
化
体
育
館
ク
ラ

ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、
防
犯
協
会
、

通
対
策
協
議
会
の
会
員
ら
が
出

席
し
、
年
末
年
始
の
事
件
、
事
故

防
止
に
向
け
た
推
進
会
議
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

会
議
に
先
だ
ち
、
安
全
安
心
た

ま
か
わ
こ
ぶ
し
隊
の
ジ
ャ
ン

パ
ー

と
帽
子
の
交
付
式
も
行
わ
れ
、
出

席
者
全
員
が
着
用
し
て
協
議
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ

1

ン
や
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
な

ど
具
体
的
な
活
動
内
容
な
ど
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

街
頭
活
動
で

地
域
の
方
に
呼
び
か
け

ロ
月
印
日
に
は
、
さ
っ
そ
く
各

国
体
な
ど
に
よ
る
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

交
通
安
全
協
会
玉
川
分
会
、
交

通
安
全
母
の
会
、
防
犯
指
導
隊
な

ど
で
は
、
会
員
ら
が
合
同
で
、
主

婦
の
庖
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で

チ
ラ
シ
を
配
り
、
買
い
物
客
ら
に

交
通
安
全
と
防
犯
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

ま
た
同
じ
日
に
、
駐
在
所
連
絡

協
議
会
で
は
、
会
員
ら
が
村
内
に

5
庖
舗
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

ま
し
た
。

四百輸

閣
噂

輸

閣
噛

4 
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会 場

受付時間

《急ぐほど正しくはっきり 110番} {警察栂談かけて安心 rfllli醤》 I 西部地区:就業改善センター 東部地区:須釜公民館

午前9時から11時午後 1時から 4時

南須釜

北須釜

前

後

一

件

件

一

屋

一

釜
順
一
吉
一小
一

須
混
一
山
一
日

北
四
一

説

辺

中

方

自奇

高

該当地区

蒜生

i
 

J
 

E--ノ

岩法寺

コ台三

思

110番通報は、緊急を要する事件や事故が発生しだ場合に、皆さんと警察をいち阜<結;3，電話です。早期
lこ事件や事故を解決するだめlこ、積極的な利用をお願いします。

携帯電話からの 110番通報について
携帯電話からの 11 0番通報が増えています。と

ころがトンネル内や電波の弱い地域では¥途中で切

れだりすることがあります。このようなときは、公

衆電話などでおかけ直しをお願いします。

お急ぎでも¥運転中の携帯電話の使用は禁止され

ていますので、安全な場所|こ停止してからお願いし

ます。

110番通報のポイント
警察が次のことをお尋ねしますので、落ち着いて

ゆっくりお話しくだささい。

⑦何があっ芝のか(交通事故、泥隆、けんか等〉②い

つ(発生時刻、何分前〉③どこで(場所、自標物〉④犯

人は(年齢、服装、体格等の特徴)⑤状況は(事件や事

故の簡単な説明〉⑥あなだは(住所、氏名、電話番号)

FAX及びメール 110番について
県警で16、聴覚!こ障害を持つ万の定め!こ、 FAX

1 1 0番及びメール 11 0番を設置しています。

FAX110番 024-521-5110

メール110番 fp-sos.mail-11 O@apua.ocn.ne.jp 

正しい 110番の利用を
1 1 0番へのい芝ずら電話は、警察の活動に変障

をきだすおそれがあります。 11 0番は緊急な場合

lこのみ正しく使いましょう。

ま芝、警察iこ対する相談などは、専用の電話を設

置していますので、そちらをご利用くだささい。

只
υ



村
で
現
在
進
め
て
い
る
下
水
処
理
事
業

日

に
つ
い
て
、
川
辺
地
区
、
竜
崎
地
区
に
続

日

い
て

3
施
設
邑
と
な
る
、
須
釜
地
区
農
業

日

集
落
排
水
処
理
施
設
の
工
事
が
こ
の
ほ
ど

日

始
ま
り
、
什
月

5
臼
に
工
事
の
安
全
祈
願

日

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日

須
釜
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
は
、

日

計
画
処
理
人
口

i
，2
1
0
人
、
計
画
処

盟

理
戸
数

1
6
3戸、

1
日
あ
た
り
の
最
大

目

処
理
霊
は

3
9
9
3m
で
、
平
成
治
年
吃
月

置

の
一
部
共
用
開
始
を
め
ざ
し
ま
す
o

日

理
施
設
建
設

工
事
が
ス
タ
ー

12月3日にいずみ幼稚園とすがま幼稚園、翌4日

には須釜児童館、そして 10日には泉保育所でそれぞ

れおゅうぎ会が行なわれました。

どこの会場も、保護者などが大勢詰めかけ超満員。

子どもたちが、今まで練習してきた歌や踊リ、楽器の

演奏などを一生懸命発表すると、盛んな拍手を送って

いました。

ばったよ、ぉゅう

このほど満100歳を迎えられた三輪貞夫さん(小高)に、

100歳賀寿が贈呈されました。

贈呈式は11月19日、三輪さんが現在入所している

介護老人保健施設で行われ、まずはじめに県中保健福

祉事務所の小林副所長から県知事賀寿と記念品が贈ら

れました。続いて車田村長より、村長賀寿と特別祝金、

そして内閣総理大臣の祝状と記念品が贈られました。

三輪さんは明治38年生まれ。元気の秘訣は「気の持

ちょう」とのことです。

や会 でよた た芸
踊なスすり球こ。能
り ど テ 。 関技の 祭
なか| 催大芸 が
どらジ さ会能 須
を多で れに祭 釜
披くは 、代は 公
露の、 今わ 、 民
し区区 年る今 館
ま民内 がもま で
しがの 2 の で 開
た参各 回と実 催
。加組 自し施 さ

しや のてし れ
愛 開昨て ま

歌好 催年い し

さんに 100歳

園祖国居留

筆

書

留

盟

国

認

目

玉
川
村

P
T
A連
絡
協
議
会
の
主
催
に

M

…
よ
る
玉
川
村
教
膏
懇
談
会
が
、
ロ
丹

8
E

一

日
に
マ
ー
ペ
ラ
ス
末
広
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
o

u園

日

こ
の
懇
談
会
は
、
教
育
上
の
諸
問
題
に

日
自

日
つ
い
て
関
係
者
、
が
共
通
の
問
題
と
し
て
理

M

M

解
し
、
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的

日
露

目
に
開
催
さ
れ
、
各
中
中
学
校
の

P
T
A
、

ME
 

M

議
会
、
村
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
o

M

M

協
議
で
は
、

「子
ど
も
の
豊
か
な
心
や
体

日

目
を
育
む
た
め
に
は
」
な
ど
と
い
っ
た
テ

l

M

m

園

日
マ
に
沿
っ
で
意
見
を
会
わ
し
ま
し
た
。

日
冨怒田

盟理掴田園

圃

国

圃冨

忽

園

鶴

寝

窃

盟
審

理

露

盛
田

窓

包

習
場

盟

掴

鼠

留

置

圏

直

医

E田園田蜜冨箆盟国車思

育
問
題
な
ど
を

話
し
合

全国的に子どもたちをねらった犯罪が多発している

ことから、村では 12月13日、一斉に村内の各幼稚園、

小学校、中学校の全児童、生徒に防犯ブザーを配布し

ました。

川辺小学校では、教育委員会から配布された紡犯ブ

ザーを、佐藤正幸校長が克章代表の 1年生、矢部達樹

君と坂本{有利さんに手渡しました。スクールガードリ

ーダーの円谷善之さんも同席しました。

た部水贈 績 45沖 状辺
。同郡呈ハ|に年駅間が芭 12
老線式辺対閤周老贈日月
人営で公しに辺人ら紅 15
ク業は民てわのクれ老巴
ラ所、館贈た溝ラま人に
ブ長石でらり掃ブしク)11 

会か川行れ続活でたラ辺
長 ら 駅 な た け 動 は 。 ブ の
にののわもてを 、 に老
手感斉れのお毎水 J 人
渡 謝 藤 た で り 月 君s R ク
さ状駅感す、一線 かラ
れが長謝。そ回の らブ
ま、よ状の、 )11 感
し 矢 り の 功約辺 謝川

須
釜
で
芸
能

什
月
間
日
に
、
南
須
釜
区
主
催
に
よ
る

もたちに防犯ブザーを

6 

勤労感謝の日前日の11月22日。役場を訪れた保青所、幼
稚園の子どもたちに「お仕事ご苦労さまですJの言葉と鉢
植えの花をいただきました。ありがとうございました。

花をありがと
老
人
ク
ラ
ブ
に

ワ
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57-4621 

住民税務課

57-4622 

課務総

『
須
賀
川
税
務
署
の
申
告
書
作
成

会
場
に
つ
い
て
』

須
賀
川
税
務
署
で
は
、
平
成
げ

年
分
確
定
申
告
書
作
成
会
場
を
、

昨
年
同
様
「
須
賀
川
市
産
業
会
館
」

に
開
設
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

会
場
で
は
、
申
告
書
を
記
載
す

る
に
あ
た
っ
て
、
不
明
な
点
に
つ
い
て

職
員
に
質
問
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

申
告
さ
れ
る
皆
様
に
書
い
て
い
た
だ

く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

申
告
書
作
成
会
場
に
お
い
て
申

告
書
を
作
成
す
る
方
は
、
今
か
ら

準
備
を
さ
れ
て
早
め
に
ご
来
場
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

V
隠
設
期
間

2
月
1
日
か
ら
3
月
日
日
ま
で

V
開
設
場
所

須
賀
川
市
産
業
会
館

『
平
成
行
年
分
所
得
税
の
お
も
な

税
制
改
正
に
つ
い
て
」

V
社
会
保
険
料
控
除
の
改
正

57-4624 

健康福祉課

57-4625 

地域整備課

57-4623 

保健センター

37-1024 

室言十ム一
A

国
民
年
金
保
険
料
等
に
つ
い

て
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を

受
け
る
場
合
、
国
民
年
金
保
険

料
等
の
支
払
い
を
証
す
る
書
類

を
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
際

に
添
付
、
ま
た
は
提
示
す
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

V
公
的
年
金
等
控
除
の
改
正

公
的
年
金
等
控
捻
額
の
う
ち
、

年
齢
侃
歳
以
上
の
方
に
対
し
て

上
乗
せ
し
て
適
用
さ
れ
る
部
分

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
最
低
控
除
額
均
万
円

に
つ
い
て
は
、
年
齢
侃
歳
以
上

の
方
に
つ
い
て
印
万
円
加
算
し
、

1
2
0
万
円
と
す
る
特
例
措
置

が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

V
老
年
者
控
除
の
廃
止

老
年
者
控
除
(
切
万
円
)
に

つ
い
て
は
、
平
成
ロ
年
分
か
ら

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

V
問
い
合
わ
せ

須
賀
川
税
務
署

岱

0
2
4
8
i
7
5
1
2
2
0
5

の
み
受
け
付
け
ま
す

〈
〉
時
間
一

9
時
初
分
か
ら

日
時
泊
分
ま
で

〈
〉
場
所
一
郡
山
市
立
中
央
公
民

館
4
階
第

1
講
義
室
(
本
人 57-4626 

57… 4631 

企画産業課

57-4627 

57-4629 

農業委員会

57-4628 

議会事務局

57-4630 

教育委員会

57-4633 

公民館

(文化体育館)

57-4632 

須 釜 支 所

57-2061 

平
成
時
年
度
の
福
島
県
学
生
寮

の
入
寮
者
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま

す。V
募
集
人
員

①
男
子
寮
(
個
室
・
千
葉
県
松

戸
市
松
戸
)
お
名
程
度

②
女
子
寮
(
相
部
屋
・
渋
谷
区

幡
ケ
谷
3
丁
目
)
却
名
程
度

V
応
募
資
格

福
島
県
出
身
者
(
原
則
県
内
の

高
校
出
身
者
で
父
母
が
県
内
に

居
住
し
て
い
る
こ
と
)
で
次
の

各
号
に
該
当
一
す
る
者

〈
〉
大
学
(
短
大
合
む
)
に
平
成

が
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
)
一

V
問

い

合

わ

せ

一

県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
事
業
課
一

色

0
2
4
3
1
2
3
i
8
3
0
4

-
U
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ

l
シ
語
ン
祭
マ
ス
タ
ー
ズ
謹

上
競
技

〈
叩

/
2
1
4

V
2
0
0
m
 

。3
位
一
溝
井
賢

V
1
0
0
m
 

〈〉
6
位
一
溝
井
賢

岩
手
県
V

福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
で

は
、
次
に
よ
り
表
計
算
ソ
フ
ト
、

エ
ク
セ
ル

2
0
0
0
を
使
用
し
た

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
『

V
対

象

者

一

就
職
希
望
の
女
性
で
全
期
間
出
一

席
で
き
る
方
、
か
つ
キ
ー
ボ
ー
ド
一

入
力
が
で
き
る
方

V
{足
悶
県

加
名
(
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
)

V
受

講

料

一

2
，
o
o
o円

(
教
材
費
、
受
験
料
は
各
自
負
担
)
一

V
開
催
場
所

郡
山
市
中
央
公
民
館

V
開
催
日
時

平
成
路
年
2
丹
7
日
か
ら
3
月
一

8
日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
か
ら
一

金

曜

日

、

勾

日

間

一

9
時
ぬ
分
か
ら
日
時
ぬ
分
自

V
講

習

内

容

一

パ
ソ
コ
ン
機
器
を
使
用
し
て
エ
一

ク
セ
ル

2
0
0
0
の
操
作
ま
で
一

を
学
び
ま
す
。
中
央
職
業
能
力
一

開
発
協
会
主
催
「
コ
ン
ビ
ュ
!
一

タ
サ
ー
ビ
ス
技
能
評
価
試
験
(
表
一

計
算
部
門
)
3
級
」
合
格
を
日
一

指
し
ま
す
。

V
申

込

方

法

一

〈
〉
月
E
一
平
成
認
年
1
月
口
日
一

円
れ
ド

山氏

-
石
川
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
フ
エ

ス
チ
ィ
パ
ル

・
玉
川
村
体
育
協
会
長
杯
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

〈ロ
/
4
-
m

文
化
体
育
館
ほ
か
〉

〈
〉
優
勝
一
玉
川
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
少

8 

均
年
度
入
μ
T乞
予
定
す
る
者
(
男

子
寮
に
つ
い
て
は
、
空
室
が
あ

る
場
合
の
み
専
門
学
校
等
の
入

学
予
定
者
も
可
)
〈
〉
そ
の
他

V
必
要
経
費
(
月
額
料
金
・
入
寮

寄
付
金
は
入
寮
時
の
み
)

①
男
子
寮

入
寮
寄
付
金

(
3
5
，
o
o
o円
)

寮
使
用
料

(
1
9
，
5
0
0
円
)

高
熱
水
費

(
3
，0
0
0
円
)

食
費

(
2
1
，2
0
0
円
程
度
)

②
女
子
寮

入
寮
寄
付
金

(
3
5
，
o
o
o円
)

寮
使
用
料
(
1
8
，0
0
0
円
)

高
熱
水
費
(
l
，5
0
0
円
)

食
費
(
2
1
，5
0
0
円
程
度
)

V
申
し
込
み
期
限

高
校
を
経
由
し
て

1
月
初
日
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

V
そ
の
他
く
わ
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

県
教
育
庁
教
育
指
導
領
域
内

側
福
島
県
学
生
寮
事
務
局

岱

0
2
4
1
5
2
1
1
7
7
7
5

. ...・
()()く〉小 () () ()ダ()()く〉女く)()()男第
321学 321ブ 321子 321子 22
位 位位生 位位位JIt位位位シ位位位シ 合 国

• ..の ・・ ・・ ・・ ・・ス ・・・・・・ン ・・・・・・ンラ玉
石塩宗大部石宗草車内矢奥車 宗我宗大グ西車矢奥グ Il111 
森海形和 森形野田山吹野田 形妻形野ル牧田吹野ル 材
直理美田 美美和正準伸憂康 美由美亜ス亨康伸憂ス村民
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思春期保健(中学生編)⑩}

今月は、家族とのコミュニケーションについてお伝え

します。学校での出来事や友達のとと等について家族に

話しますかという質問をしたところ、 「はいJと答えた

生徒は男子48.3%、女子64.1%、平均55.7%でした。

さらに、そのとき家族は話を閤いてくれるかどうかとい

う質問をしたところ次のような結果となりました。

平成18年 1月

地区名

司

お誕生おめでとうございます|
( 12月窟出分 [158までJ)

出生児氏名 保護者名

ゅうすけ

裕介

幸朔
ゆずき

結月

大培

操

隆

男一一一

秀

二

太田

沼

田

田

柳

太

藤
出奇

岩法寺

I真 日 害1 i亡Lコ

聞いてくれる 82.1% 

時々聞いてくれる 15.9% 

ほとんど観いてくれない 2.0% 

( 12月届出分 [158までJ)

死亡者 世帯主名

一
子ツ

忠

光

ハ

10 

ー
介
護
予
防
で
い
つ
ま
で
も
元
気
に
④
{
)

〈
低
栄
養
〉
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

高
齢
期
は
、
あ
っ
さ
り
し
た
食
事
が
良

い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
・

〈
低
栄
養
〉
と
は
、
か
ら
だ
を
維
持
す
る

「
た
ん
ぱ
く
質
」
と
活
動
す
る
た
め
の
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
が
不
足
し
た
状
態
で
す
。
こ

の
状
態
に
陥
る
と
・
・

子どもが話せばほとんどの家族はその話に耳を傾けて

くれるようですが、家族に詰さない生徒も43%いました。

さらに、家族内で話し合う機会もあまりないと答えた生

徒が51.3%もおり、家族のゴミュ二ケーションが少な

くなってきている現状が把握できました。なぜ、会話が

少なくなってきているのか詳しい状況を把握しながら、

親子で話すことの大切さなどについて保護者にも伝える

ことができるよう、学校や地域からの働きかけが必要で

す。今回のアンケート結果をこ覧になリ、子どもと話す

時聞が少なかったかもしれないと感じられた保護者の方

は、少し意識をして子どもに話しかけるなど心がけてみ

てはいかがでしょうか。

寄付ありがとうございます

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をい

ただきました。厚く御礼申し上げます。

(村社会福祉協議会)

金

光

政

津

根

口

塩

関

瀧

地底名

北須釜
=と
仁I

山小屋

広報たまかわ

手'

'l 

z主二

屯

さんから

さんから信次

記

塩津

穂積

の

の

北須釜

石川町

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

3
か
条

①
主
食
(
ご
は
ん
、
麹
、
パ
ン
)
と
主
菜

(
肉
、
魚
、
大
一
旦
食
品
)
を
し
っ
か
り

シ」
7
Q

。

②
間
食
に
乳
製
品
、
チ
ー
ズ
、
プ
リ
ン
な

ど
の
た
ん
ぱ
く
質
を
と
る
c

③
食
べ
た
い
物
を
食
べ
た
い
時
に
食
べ
る
。

(
食
欲
の
な
い
時
に
は
、
自
分
の
好
物

を
好
き
な
時
に
好
き
な
だ
け
食
べ
ま
し

ょ
う
)

プ
ラ
ス

1

水
分
を
意
識
し
て
と
り
ま
し
ょ
う

高
齢
に
な
る
と
、
体
の
水
分
量
が
減
少

す
る
こ
と
や
、
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く

く
な
る
こ
と
か
ら
、
脱
水
を
起
こ
し
ゃ
す

く
な
り
ま
す
。
税
水
は
心
筋
梗
塞
や
脳
梗

塞
を
ま
ね
き
ま
す
。

l
E
に
I
リ
ッ
ト
ル

程
度
の
水
分
を
と
る
よ
う
に
心
が
け
、
こ

ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う

ぃ
成
人
お
め
ア
h
L

う
ご
子
い

三
十
品
川
に
ケ
勺
六
一
位

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

若
い
皆
さ
ん
に
「
年
金
」
と
い

っ
て
も
、
「
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
」

と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。
し
か

し
、
老
後
は
だ
れ
に
で
も
必
ず
訪

れ
る
も
の
で
す
。
「
人
生
初
年
時

代
」
と
一
一
一
一
口
わ
れ
る
現
代
の
日
本
で

は
、
加
歳
か
ら

ω歳
ま
で
の
現
役

世
代
が
、
日
歳
以
上
の
先
輩
た
ち

の
老
後
を
支
え
る
世
代
間
扶
養
を

基
礎
と
し
た
「
公
的
年
金
制
震
」

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
に
住
む
初
歳
か
ら

ω歳
ま

で
の
方
は
、
必
ず
公
的
年
金
に
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
初
歳
に

な
っ
た
皆
さ
ん
も
、
す
で
に
厚
生

年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い

る
方
を
除
き
、
成
人
の
責
任
と
し

て
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き

を
忘
れ
ず
に
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
c

な
お
国
民
年
金
に
は
、
保
険
料

の
支
払
い
が
困
難
な
場
合
に
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

制
度
や
、
学
生
や
却
代
の
方
に
は

保
険
料
を
後
払
い
に
で
き
る
納
付

特
例
、
納
付
猶
7

り
ま
す
の
で
、
希
一

こ
の
申
請
も
忘
れ
ず
に
ヂ

く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
に
は
、
老
後
の
保
障

だ
け
で
な
く
、
万
一
の
場
合
の
障

害
や
死
亡
に
対
す
る
保
障
も
し
て

い
ま
す
。

社
会
を
支
え
る
一
員
と
し
て
、

公
的
年
金
へ
の
加
入
、
保
険
料
納

付
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す。

年金の受給手続など、お気軽にご相談ください。
※年金手帳、基礎年金番号通知書をご持参ください。

168 (木)

11 
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日 曜日 内 円台‘で、 時間 場所 日 曜日 内 円合相 時間 場所

水
なつ槽学級 9:30 須釜公民館

15 水
3-----4ヶ月児健診 13:30 公立岩瀬病院

こぶし学級 13:30 就業改善センター (元)ワーキンググループ 18:30 文化体育館

木
乳がん検診 8:30 保健センター 16 木 (元)ラージポール卓球 9:30 文化体育館

(元)ラージボール卓球 9:30 文化体育館 おはなしクックちゃん読み聞かせ会 10:00 クックちゃん文庫

3 金
1歳 6ヶ月児健診 13:00 

保健センター
18 士 生き生き女性セミナー 13:30 就業改善センター

9 -----10ヶ月児健診 13:30 (元)バ ドミントン教室 19:00 文化体育館

4 士 (元)バドミントン教室 19:00 文化体育館
21 火

すくすくクラブ 10:00 保健センター

7 火 エアロピクス教室 19:00 文化体育館 工アロピクス教室 19:00 文化体育館

9 木
乳がん検診 8:30 須釜公民館 23 木 (元)ラージポール卓球 9:30 文化体育館

(元)ラージポール卓球 9:30 文化体育館 24 金 (元)健康たいそう教室 9:30 矢吹町プーjレ

10 金 (元)健康たいそう教室 9:30 文化体育館 (元)スポーツサロン 13・00

11 土
(元)スポーツサロン 13:00 

文化体育館
25 士 地域子ども教室 13:00 文化体育館

地域子ども教室 13:00 (元)健康ウォーキング 13:00 

12 日 (元)スキー教室 '7:00 猪苗代スキー場 28 火 ゴスペjレ教室 19:00 文化体育館

三種混合予防接種 12:45 保健センター (元) たまかわ元気スポーツクラブ

14 犬l レテ.イースセミナー 19:00 就業改善センター

ゴスペル教室 19:00 文化体育館

やまもと内科クリ二¥')ク26日(日)中島病院

休B当番医
5日(日)1'7日(金)14日(火)10日(金)

28日(火)
ワ日(火)

24日(金)

燃え~ゴミ
3日(金)

21日(火)
ひらた中央病院

中島病院

11日(土)

12日(日)
資源コミ

西部地域

東部地域 中島病院

固定資産税(第 4期分)
国民健康保険税(第 8期分)
介護保険料(第 8期分)

19日(巳)

2'7日(月)納税

15日(水)

22日(水)

22日(水)

15日(水)

1日(水)

8日(水)

有害ゴミ・不燃コミ
西部地域 8日(水)

東部地域 1日(水)

歳末助け合い運動募金として、次の方々

より温かい善意を寄せていただきました。

(村社会福祉協議会ヘ)

代
表
で
、

6
年
生
の
小
針
桂
輔
君
、

鈴
木
優
太
君
、
新
田
先
生
か
ら
、

社
会
福
祉
協
議
会
長
の
車
田
村
長

へ代
表
で
、

6
年
生
の
小
針
彩
美
さ

ん
、
鈴
木
杏
奈
さ
ん
、
大
和
田
美

希
さ
ん
、
小
原
俊
臣
君
、
鈴
木
晴

貴
君
、
大
和
田
湖
太
君
、
岩
部
校

長
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
長
の

車
田
村
長
へ

12 際鶴韓国
この広報紙は適切に育まれた森から生まれたFSC認証紙を使っています。

FSC認証紙は、適切に管理された森林の木材を原料としており、バランスの取れた

「植林→育成→伐採→植林」のサイクルを通じて森林保全を行っています。

森林保全を支援することによって地球温暖化の原因であるC02削減にも役立ちます。

-眠冨謂珊置窪事彊冒彊謹書器調置冒頭..  

-E留置髭欄層面踊臨鯛園田園1IEl;措置.圃同園E




